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一一 《カ ロ ・ ミ オ ・ ベ ン》 の作曲者 ト ンマ ー ゾ ・ ジ ョ ルダーニ一一
Arie An前me Study (fil）： ’Thmmaso Giordani, the Author of Caro mio hen. 
中 巻 寛 子
NAKAMAKI Hiroko 
The popular song Caro mio hen has been attributed to both 百mmaso and 
Giuseppe Giordani, and its authorship has remained unresolved. However, a 
previously unknown document has 宣nally revealed the composer of this work. The 
document in question is the receipt for the payment made to the author by the 
publisher John Preston for Caro mio hen and two other works. The author’s signature 
can be read as "Thos.  Giordani.” Now one can conclude that ’Tommaso Giordani is the 
author of Caro mio hen. 
Beside the printed score published in London, some early manuscripts of Caro 
mio hen have been found in Italy. They bear the names of Ferdinando Bertoni or Georg 
Friedrich Handel as the composer. The reaso田 for these misattributions 町e also 
discussed. 
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Arie antiche, Caro mio ben, Tommaso Giordani 
は じ め に
数 あ る 「イ タ リ ア 古典歌曲 」 の 中 で も 、 人気、 知名 度 、 いずれの 点 に お い て も 群 を抜 い た 存在 と
言 え る の が 《カ ロ ・ ミ オ ・ ベ ン Caro mio ben》 で あ る。 飾 り 気 の な い旋律 に乗せて 、 恋す る 人 に
対す る想い を ひた む き に 訴 え か け る こ の 曲 は、 長年 に わ た っ て 世界 中 で愛 さ れ、 歌い継がれて来た。
と こ ろ が 、 そ の高 い人気に も かかわ ら ず、 こ の 曲 の作曲者は こ れ ま で暖昧 な ま ま に な っ て い た。
《カ ロ ・ミ オ ・ ベ ン》 の作曲者 と し て は 、 従来か ら 、 ジ ュ ゼ、 ツ ベ ・ ジ ョ ルダーニ Giuseppe Giordani 
(1 751 ・1 798） と ト ンマ ー ゾ ・ ジ ョ ルダーニ Tommaso Giordani (1 730/33・1 806） の名 が 挙 げ ら れて
来た。 し か し 、 そ の いずれが真の作者 で あ る の か と い う 問題に つ い て は 、 決定的 な 証拠 を欠 く た め 、
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未だに結論が 出 て い なか っ た の で あ る 。 だが、 幸い な こ と に 、 筆者は大英 図 書館で こ の 問題 を解決
に 導 く こ と の で き る 新資料を発見 した。 そ こ で 、 本稿ではそ の資料を紹介 し 、 《カ ロ ・ ミ オ ・ ベ ン》
の 作 曲者 を 明 らか に し て行 く 。
そ の 前 に 、 ま ずは こ の 《カ ロ ・ ミ オ ・ ベ ン》 の作曲者を め ぐ る 混乱の原因 と 、 こ の 問題 に 関 す る
こ れ ま で の研究の経過 を整理 し て お く こ と に し よ う 。
1 《 力 ロ ・ ミ オ ・ ベ ン》 の作曲者 を め ぐ る 混乱
そ も そ も 、 《カ ロ ・ ミ オ ・ ベ ン》 の作曲者 を め ぐ る 混乱は、 ト ンマ ー ゾ、 と ジ ュ ゼ、 ッ ベ、 二人 の ジ
ヨ ルダーニ の経歴の混同 と 、 それに伴 う 彼 ら の作品全体の混同 と い う 問題 の 一環 と し て起 こ っ た も
の で あ っ た。 すな わ ち 、 両者は いずれ も ナポ リ の 出身な のだが、 ト ンマ ー ゾ は早 くか ら イ タ リ ア を
離れて イ ギ リ ス に渡 り 、 同地で作曲 と 編曲 を 中 心 と し た音楽活動 を行っ た。 一方、 ジ ュ ゼ ッ ベは と
い う と 、 生涯 を 通 じ て イ タ リ ア を離れた こ と は な く 、 主 に オペ ラ の作曲家 と し て名 を知 ら れ る 存在
と な っ た。 と こ ろ が 、 長年のイ ギ リ ス 生活ゆ え に 、 大陸でま っ た く 知名 度 の 無か っ た ト ン マ ー ゾの
作 品 が 、 フ ァ ー ス ト ・ ネ ー ム を 欠 い た 「 ジ ョ ルダーニ 氏 Sig. Giordani」 名 義の も と 、 イ ギ リ ス や
フ ラ ン ス で 出 版 さ れ た 印刷 譜 と し て 大 陸 に 出 回 る と 、 ま ず はゲ ルパ ー Ernst Ludwig Gerber 
(1 746・1 81 9） が 、 そ の作 品 の多 く を ジ ュ ゼ‘ ッ ベの も の と 誤解 し 、 自 ら が編纂 し た 新 旧 の 音楽事典に
そ う 記 し た。 1 そ し て 、 そ の誤 り は フ ェ テ ィ ス Fran�ois-Joseph Fetis (1 784・1 871） の事典に も 受
け継がれた。 2 しか も 、 そ の 間 に は 、 ジ ュ ゼ ッ ベの作品が遠 く 離れたイ ギ リ ス で出版 さ れた こ と を
説明 す る た め に 、 ジ ュ ゼ、 ッ ベは ト ンマー ゾ の兄弟であ り 、 一家を追いか け て渡英 し た と い う 架空の
経歴 ま で も が徐 々 に 作 り 上げ ら れ、 1 9 世紀の後 半にはそれが定説 と な っ て し ま っ た の で、 あ る 。
こ う し た 、 二人の ジ ョ ルダー ニ の経歴 と 作品 を め ぐ る 誤解に転機が訪れた の は 、 20 世紀 に 入 っ て
間 も な く の こ と で あ っ た。1 904 年、 当 時、 大英図書館の 司書であ っ た ウ ィ リ ア ム ・ パー ク レイ ・ ス
ク ワ イ ア William Barclay Squire (1 855-1 927） は、 個人的な意見 と し な が ら も 、 イ ギ リ ス で出版
さ れた ほ ぼすべて の作品 は 、 ト ンマ ー ゾ の も の と 考 え る べ き で あ る と 主張 し た 。 3 さ ら に 、 そ の 50
年後 に 出版 さ れた 『 グ ロ ー プ音楽事典』 の第 5 版で、 ジ ュ ゼ、 ツ ペ ・ ジ ョ ルダーニ の項 目 を 執筆 し た
ア ル フ レ ッ ド ・ ロ ー ウ ェ ンパー グ Al企ed Lowenberg (1 902・1 949） は 、 ス ク ワ イ ア の主張 を再度採
り 上 げ、 こ れ に大筋で同意 した。 と こ ろ が 、 ロ ー ウ ェ ンパー グは 《カ ロ ・ ミ オ ・ ベ ン》 に つ い て は
別途言及 し 、 こ れ を ト ンマ ー ゾ の作品 と 断定す る には疑問が あ る と し た。 そ の理 由 につ い て 、 ロ ー
ウ ェ ン パ ー グ は 、 こ の 曲 は イ タ リ ア 出 身 の 名 歌 手 、 ガ ス パ ー ロ ・ パ ッ キ エ ロ ッ テ ィ Gasparo
Pacchierotti (1 740・1 821 ） の 演奏に よ っ て普及 し た形跡が あ り 、 彼に よ っ て イ タ リ アか ら も た ら さ
れた 可能性が あ るか ら だ と 述べ て い る 。 4
そ の後 、 20 世紀 も 終わ り に近 く に な っ て 、 《カ ロ ・ ミ オ ・ ベ ン》 の初期楽譜資料を採 り 上 げな が
ら 、 そ の作曲者問題 に 焦 点 を 絞 っ た論文が 二つ発表 さ れた。 5 中 で も 、 1 981 年に発表 さ れたベイ
ト ン John Glenn Paton の論文 は、 二種類 あ る 《カ ロ ・ ミ オ ・ ベ ン》 の ロ ン ド ンで の初期 出版譜の
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「 イ タ リ ア 古典歌山」 研’先 （ 3 )  ｛ カ ロ ・ ミ オ ・ ベ ン 〉 の作 Jill 者、 ト ン マ ー ゾ ・ ジ ョ ル ダー ニ ー
表 1 《カ ロ ・ ミ オ ・ ベ ン》 ロ ン ド ンでの初期印制出版譜
タ イ ト ノレ
[Caro mio ben.l The favourit Song as sung by Sigr Tenducci at ぬe Pantheon & Mr 
1 
Abel’s concert &c. Composed by Sigr Giordani … Printed for the A uthor by John 
Preston at his Music Warehouse No 97 near Beaufort Bui］，正面1g Strand (London: J. 
Preston, [1 782]) .  
Caro mio hen. A celebrated Song, sung by Sigr Pacchierotti … at the Concert, for the 
2 Musical Fund at the qフera House; Composed by Sigr Giordani (London: J. Preston, 
n. d.) .  
う ち の 一 つ で 、 ソ プ ラ ノ 歌手 の ジ ュ ス ト ・ フ ェ ルデ ィ ナ ン ド ・ テ ン ド ゥ ッ チ Giusto Ferdinando 
Tenducci (c .1 735 ・1 790） に よ っ て 、 「パ ンテ オ ン と ア ーベル氏 の コ ンサー ト で、歌われた」 と 表紙 に
記 さ れて い る も の に 注 目 し た （表 1 の 1 ） 。 そ し て 、 有名 なバ ッ ハ ＝ ア ーベル ・ コ ンサー ト が 、 カ ー
ル ・ フ リ ー ド リ ッ ヒ ・ ア ーベル Carl Fridrich Abel (1 723・1 787） の単独開催 と な っ た の は 、 共 同 主
催者で あ っ た ヨ ハ ン ・ ク リ ス テ ィ ア ン ・ バ ッ ハ Johann Christian Bach (1 735・1 782） が 没 し た1 782
年のみで、 あ っ た こ と を 指摘 し 、 こ の1 782 年の テ ン ド ゥ ッ チの演奏 こ そ が 《カ ロ ・ ミ オ ・ ベ ン》 の
初演で あ っ た と 推定 し た。 そ し て 、 こ の年代以前にイ タ リ ア で こ の 曲 が演奏 さ れた と い う 証拠が 見
つ か る ま では 、 「 ト ンマ ー ゾ ・ ジ ョ ル ダーニ が 《カ ロ ・ ミ オ ・ ベ ン》 を 作 曲 し た と す る 方が確実だ と
言 え る 」 と 主張 し た。 6
確 か に 、 ベイ ト ンの こ の 主張はかな り 説得力 の あ る も の で、 こ の論文の発表以降、 実用譜や C D 、
イ ン タ ーネ ッ ト 上の情報に も 《カ ロ ・ ミ オ ・ ベ ン》 の作曲者 と し て ト ンマ ー ゾ の名 を記載す る 例 が
目 立つ よ う に な っ た。 し か し な が ら 、 ベイ ト ン 自 身 も 認め て い る よ う に 、 こ れは別 の 「証拠が見つ
か る ま では J と い っ た限定付 き の 、 暫定的 な結論で あ っ た。 そ れ ゆ え に 、 こ の 《カ ロ ・ ミ オ ・ ベ ン》
の作曲者 を め ぐ る 問題は、 今 な お完全な解決に ま では至 っ て い な い と い う の が 、 研究者た ち の 間 で
の一般的 な見方な の で あ る 。 7
2 《 力 口 ・ ミ オ ・ ベ ン》 の作曲者
( 1 ） ロ ン ド ンの 出 版譜一一 新資料が明 か し た 作曲者
それでは、 い よ い よ 《カ ロ ・ ミ オ ・ ベ ン》 の作曲者の解明 に 入 る こ と に し よ う 。 作 曲者解明 の カ
ギ を 握 っ て い た の は 、 やは り ロ ン ド ン の初期印刷 出版譜で、 あ っ た。 と こ ろ が 、 実際 に は、 ロ ン ド ン
の 出版譜は二種類 あ り 、 そ の う ち の一 つ が 、 ベイ ト ンが初演の際 の も の と 推定 し た 、 テ ン ド ワ ッ チ
の名 が表紙に記 さ れて い る も の （表 1 の 1 ） だ、 っ た の で あ る 。 そ し て 、 こ れ と は別 に 、 パ ッ キエ ロ
ッ テ ィ が演奏 し た と 表紙に記 さ れて い る も の （表 1 の 2 ） が現存 し て い る の だが 、 おそ ら く は こ れ
ηペdηJ 
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こ そ が 、 ロ ー ウ ェ ンパ ー グが 《カ ロ ・ミ オ ・ ベ ン》 は、 パ ッ キエ ロ ッ テ ィ の歌唱 に よ っ て 普及 し た
形跡が あ る と 述べて い る 理 由 で あ っ た も の と 思われ る 。
上記、 二つの 楽譜はいずれ も ロ ン ド ン に あ っ た 出版社、 ジ ョ ン ・ プ レス ト ン か ら 出版 さ れた も の
で、 《カ ロ ・ミ オ ・ ベ ン》 の 曲 自 体は、 ど ち ら も 歌唱声部 と 弦楽四 声部 の伴奏か ら 成 っ て い る 。 し か
も 、 こ の 二つ の楽譜は表紙 こ そ 違 え 、 楽譜そ の も の は 同 じ原版 を使用 し た かの よ う に 酷似 し て い た。
一 見 し て判 る 大 き な違 い と 言 え ば、 パ ッ キエ ロ ッ テ ィ が 歌っ た と 記 さ れて い る 方に だ け 、 イ タ リ ア
語 の 歌詞に加 え て 、 英語の歌詞が付 さ れて い た こ と ぐ ら いで あ る 。
それでは、 パ ッ キエ ロ ッ テ ィ が 歌 っ た と 記 さ れて い る 楽譜は、 一体いつ演奏 さ れ、 いつ出版 さ れ
た も の な の だ ろ う か。 テ ン ド ゥ ッ チの そ れ よ り も先 な の だ ろ う か。 し か し 、 残念な が ら 、 こ の楽譜
に つ い て は 、 そ の表紙に記 さ れて い る 「音楽基金のた め の コ ンサー ト for the Musical FundJ と い
う 記述か ら 、 そ の演奏が遅 く て も1 784 年 ま で に行われた も の で あ っ た こ と は判 っ た が 、 演奏 と そ
れに続 く 楽譜 出版の正確な年代特定に ま では至 ら な かっ た。 8 
パ ッ キ エ ロ ッ テ ィ の演奏が先 だ、 っ た の か、 それ と も テ ン ド ワ ッ チ の演奏が先 だ、 っ た の か。 ま た 、
た と えテ ン ド ウ ッ チ の演奏やそ の楽譜の 出版の方が先 で あ っ た と し て も 、 パ ッ キエ ロ ッ テ ィ と 同 じ
く 、 イ タ リ ア 出身のテ ン ド ゥ ッ チが故国か ら 持 っ て来た 曲 で、 あ っ た 可能’性は無い の か。 残念な が ら 、
二つ の楽譜の表紙か ら 得 ら れた 情報のみでは、 そ こ に様 々 な疑問 が残 っ た。 し か し 、 そ れ ら を一気
に解消 し て く れた も の こ そ が 、 筆者が大英図書館で発見 し た新資料で あ っ た。 そ の 資料 と は、 作曲
者が 《カ ロ ・ ミ オ ・ ベ ン》 を含む数曲 の所有権 を 、 出版者で あ る ジ ョ ン ・ プ レ ス ト ン に 売 り 渡 し た
際の代金の領 収書で、 そ の 内容は以下の と お り で、 あ っ た。 9
London 1 5th april 1 782 
Rec.<l of Mr John Preston the sum of Thirty Pounds, in full of all demands for the property of 
my songs composed by me in the comic opera call’d the Baccio, as well to the two songs, as sung 
by Mr Tenducci this season at the Pantheon and Abels Concert, Namely Queen Mary - and 
Caro mio Ben, also to the Plates and Copies .  
Thos : Giordani 
£ 30 
ロ ン ド ン 1 782 年 4 月1 5 日
喜歌劇 《 口 づ け》 の た め に私が作曲 し た 歌 曲 、 な ら びに今 シーズ ンのパ ン テ オ ン と ア ーベルの コ
ンサ ー ト でテ ン ド ゥ ッ チ氏 が 歌 っ た 二つ の 歌 曲 、 すな わ ち 《 メ ア リ 一女 王一一ー 》 と 《カ ロ ・ ミ オ ・
ベ ン》 の所有権 に 関す る すべて の要求、 さ ら に は原版 と 印刷譜の代価 と し て 、 30 ポ ン ド を ジ ョ ン ・
プ レ ス ト ン氏 よ り 受 け 取 り ま し た。
ト マ ス ・ ジ ョ ルダーニ
30 ポ ン ド
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「 イ タ リ ア古典歌 曲」 研究 （ 3 )  〈 カ ロ ・ ミ オ ・ ベ ン ｝ の 作 曲者、 ト ン マ ー ゾ ・ ジ ヨ ル ダ ー ニ ー
サイ ン こ そ英 語風の ト マ ス に な っ て い る が 、 こ れが ト ンマ ー ゾ ・ ジ ョ ルダーニ の も の で あ る こ と
に は 、 も はや疑い の余地は な い。 こ れに よ っ て 、 《カ ロ ・ ミ オ ・ ベ ン》 の 作 曲 者 は 、 間違い な く ト ン
マ ー ゾ ・ ジ ョ ルダーニ で あ っ た と 確認 さ れた の で あ る 。 それ と 同 時に 、 ロ ン ド ンで 出版 さ れた 二種
類の楽譜の う ち 、 テ ン ド ゥ ッ チが 歌っ た と 記 さ れて い る 方が初版譜で、 あ っ た こ と も 明 ら かに な っ た。
初版譜表紙の記述 と領 収書の記載内容 と を突 き 合わせ る と 、 こ の 曲 の 出版が以 下の よ う な経過 を
た ど っ た と 推定 さ れ る 。 すな わ ち 、 ト ンマ ー ゾ ・ ジ ョ ルダーニ に よ っ て 作 曲 さ れた 《カ ロ ・ ミ オ ・
ベ ン》 は、 1 782 年 に ロ ン ド ン で開 催 さ れて い た 予約制 の コ ンサー ト ・ シ リ ーズ、 「パ ン テ オ ン ・ グ
ラ ン ド ・ コ ンサー ト j と 「 ア ーベル氏 の コ ンサー ト 」 で 、 ソ プラ ノ 歌手 の テ ン ド ゥ ッ チ に よ っ て演
奏 さ れた。 そ れ と ほ ぼ時 を 同 じ く し て 、 作曲者で あ る ト ンマー ゾ が 自 費 で 楽譜 を 制 作 し 、 印刷 を担
当 し た 出版業者、 ジ ョ ン ・ プ レ ス ト ン を 介 し て販売 を行 っ た。 楽譜の表紙に記 さ れて い る 「作者の
た め に 印刷 Printed for the AuthorJ は 自 費出版で、 あ っ た こ と を 、 ま た 、 作曲者 自 身の住所ではな
く 、 出版業者の住所が記載 さ れて い る こ と は 、 業者が販 売 を請 け負 っ た こ と を意味 し て い る 。 1 0 
と こ ろ が 、 販売開 始直後 か ら 売れ行き が好調で あ っ た の だ ろ う 、 プ レス ト ン は ジ ョ ル ダー ニ か ら こ
の 曲 の所有権 を 、 原版や、 すで に完成 し て いた 楽譜の残部 と 共 に譲 り 受 け 、 以 後 は 自 社の も の と し
て販売す る こ と に し た。 そ し て 、 の ち に 、 パ ッ キエ ロ ッ テ ィ が こ の 曲 を歌 っ た の を機に表紙を あ ら
た め 、 英語の 歌詞 を 加 え て 再版 し た。 それが、 も う 一つ の 出版譜だ、 っ た の で、 あ る 。
さ ら に 、 初版譜 を よ く 見てみ る と 、 「セ ス テ ィ ーニ夫人 Sig.ra SESTINI」 と し づ 文字が 、 楽譜の
第一段 目 の右肩 に 印刷 さ れて い た。 こ れは、 後 のパ ッ キエ ロ ッ テ ィ の版 で は削 除 さ れて し ま っ た も
の だ。 ジ ョ ヴ、 ア ンナ ・ セ ス テ ィ ーニ Giovanna Sestini （畳1 774・1 791 ） は 、 1 770 年代か ら1 780 年
代 に か けて ロ ン ド ンで活躍 し て い た オペ ラ 歌手で、 ト ンマ ー ゾ ・ ジ ョ ルダー ニ は彼女 の た め に 曲 を
書 き 、 そ の う ち の い く つ か を 出版 し て い る 。 そ の 中 に は 、 《カ ロ ・ ミ オ ・ ベ ン》 が 作 曲 さ れた の と 同
時期 に 、 へイ マ ー ケ ッ ト の 国 王劇場や コ ヴェ ン ト ・ ガーデ ン の 王立歌劇場で上演 さ れた 、 《 ト レ フ ォ
ルテ の男 爵ー Il barone di Torreforte)) (1 781 ） や《ア ン ダルシ ア の城 The castle of Andalusia)) (1 782 )  
の 中 で演奏 さ れた 曲 も あ る 。 そ の こ と を考 え る と 、 《カ ロ ・ ミ オ ・ ベ ン》 も ま た 、 当 初 はセ ス テ ィ ー
ニ が 演奏す る こ と を前提に作曲 さ れ、 出版の準備が進んでいた が 、 何 ら かの 事情 で そ れ が 取 り 止 め
に な り 、 テ ン ド ゥ ッ チ の コ ンサー ト での演奏用 に提供 さ れた 可能性が あ る と 言 え る の で は な い だ ろ
う か。
( 2 ） 作 曲者 ト ン マ ー ゾ ・ ジ ョ ル ダーニ
さ て 、 《カ ロ ・ ミ オ ・ ベ ン》 の 作 曲者 で、 あ っ た こ と が判 明 し た 、 ト ン マ ー ゾ ・ ジ ョ ルダーニ と は
い っ た い ど の よ う な音楽家だ っ た の だ ろ う か。 こ こ で改 め て彼の経歴 を紐解い て み る こ と に し よ う 。
ト ンマ ー ゾ ・ ジ ョ ルダーニ の生年は定かではな い が 、1 733 年頃 に ナ ポリ で生 ま れた と 推定 さ れて
い る 。 《カ ロ ・ ミ オ ・ ベ ン》 の も う 一人の作曲者候補で、 あ っ た 、 ジ ュ ゼ、 ツ ベ ・ ジ ョ ルダーニ よ り も
2 0 才 ほ ど年長 と い う こ と に な る 。 い ずれ も ナポ リ の 出身であ り 、 一 時期 は兄弟 と 言われた ト ンマ ー
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ゾ と ジ ュ ゼ ッ ベだ が 、 現在で は 両者の家系 に は血縁関係はない も の と 考 え ら れて い る 。
ト ン マ ー ゾ の 父 （やや こ し い こ と に 、 彼 も ま た ジ ュ ゼ ッ べ と い う のだが） は 、 1 745 年 頃 に 家族 を
中 心 と し た オペ ラ 一座 を組み、 ナ ポ リ を 出 てイ タ リ ア 国 内 で、興行 を行 っ た後 に 、 大陸 を 北 上 し た 。
そ の 後 、 一座は 1753 年 か ら 1 756 年 ま で は ロ ン ド ンで興行 し て い た こ と が 知 ら れて い る が 、 残念 な
が ら 、 ト ンマ ー ゾ は歌手では な か っ た た め 、 彼の名 が表に 出 る こ と は な く 、 一座の 中 で彼 が ど の よ
う な役割 を果た し て い た のかは明 ら かに な っ て い な い。 ただ、 一座が ロ ン ド ン で最後 に 上演 し た 《歌
手 に な っ た 喜劇女優 La comediante fatta cantatrice》 (1756 年 1 月 12 日 初演） が 、 ト ンマ ー ゾ
の 作 曲 に よ る も の で、 あ っ た と い う こ と だ け が 、 こ の時期 の彼に 関 す る 確実 な 情報 と し て 知 ら れて い
る 。 そ し て 、 こ の作品 を 上演 し た の ち 、 約 8 年に わた っ て ジ ョ ル ダーニ 一座の 消 息 は 不 明 と な る 。
1 764 年、 ジ ョ ルダーニ一座はダブ、 リ ンの ス モ ッ ク ・ ア リ ー劇場に 出演 し た。 そ し て 、 こ れ を機に 、
ト ンマ ー ゾ、 はダブ リ ンでオペ ラ 作曲家 と して本格的な活動 を開始す る 。 ち な みに 、 の ち に 《カ ロ ・
ミ オ ・ ベ ン》 の初演者 と な る テ ン ド ゥ ッ チは、 1766 年 に ス モ ッ ク ・ ア リ ー劇場で上演 さ れた ト ンマ
ー ゾ の 二作品 、 《みせか け の愛 Love in Disguise》 と 《 中 国 の 英雄 L' eroe cinese）） に 出演 し て い た。
そ の 後 、 ト ンマー ゾ は 1 769 年 ま で を ダプ リ ンで過 ご し た が 、 翌 1 770 年に は活動 の 場 を ロ ン ド ン に
移 し た。
ト ンマ ー ゾが移 り 住 ん だ 当 時の ロ ン ド ン は、 ヨ ー ロ ッ パの数あ る 大都市 の 中 で、 も 、 特に活発 な 音
楽活動が展開 さ れて い る 街で、 あ っ た。 1 月 半ばか ら 6 月 初 め ま で の シーズ ン に は 、 毎 日 の よ う に オ
ペ ラ や コ ンサー ト が数多 く 開催 さ れて お り 、 そ の一方で、 は、 家庭で 自 ら 演奏 を 楽 し む音楽愛好家 も
多 く 、 彼 ら を 対象 と し た 楽譜の 出版 も 盛んで、 あ っ た。 そ の ロ ン ド ンで、 ト ンマ ー ゾ はへイ マ ー ケ ッ
ト に あ る 国 王劇場のオペ ラ 上演 に深 く かかわ っ て 、 自 作のオペ ラ のみな ら ず、 他 の 作 曲 家た ち と の
共作やパス テ ィ チオ、 既存の オペ ラ への挿入曲 な ど を 、 作曲 あ る いは編曲 し て 舞台 に か け る 傍 ら 、
コ ンサー ト や家庭での演奏に供す る 歌曲や鍵盤作品、 室内楽曲 、 鍵盤楽器の練習 曲 の作 曲 、 さ ら に
はオー ケ ス ト ラ 作品 の鍵盤楽器用 編 曲 な ど、 あ り と あ ら ゆ る 種類の音楽制 作に携わ り 、 そ の う ち の
少 な か ら ぬ も の を 出版 して い る 。 そ う し た彼の 出版作品 の リ ス ト か ら は、 ロ ン ド ン と い う 巨大な音
楽市場 を 抱 え た街で、 そ の需要に応 じ て 実用 的 な作品 を供給 し続 け た 、 職業音楽家 と し て の ト ンマ
ー ゾ ・ ジ ョ ルダー ニ の 姿が浮かび上が っ て来 る 。 そ し て 、 《カ ロ ・ ミ オ ・ ベ ン》 も ま た 、 そ う し た彼
の ロ ン ド ン に お け る 活動 の所産 の一つだ、 っ た の で あ る 。
《カ ロ ・ ミ オ ・ ベ ン》 が 出版 さ れた翌年、 1783 年の夏、 ト ンマ ー ゾ は ロ ン ド ン を 去 っ て ダブ リ ン
に戻 り 、 歌手の マイ ケル ・ レオーニ Michael Leoni (c. 1 7  45・ 1797） と 組んで、 自 ら オペ ラ 興行 に 乗
り 出 し た。 し か し 、 こ れは 1 シーズンで あ え な く 失敗に終わ っ た。 そ の 後 の ト ンマ ー ゾ は 、 ま ず は
ス モ ッ ク ・ ア リ ー劇場で、 さ ら に 同劇場が 閉鎖 さ れた後 は、 ク ロ 一通 り の劇場でオペ ラ 制 作 に 関 わ
り な が ら 、 次 第 に ダ プ リ ン の音楽界で重要な地位 を 占 め る よ う に な っ て行 っ た。 1 794 年 に は ア イ ル
ラ ン ド音楽基金の総裁 に も 就任 し た。 し か し 、 1796 年に上演 さ れた 《 田 舎家の祝祭 The Cottage 
Festival)） を最後 に彼の創作の筆は止 ま り 、 そ の 10 年後 の 1806 年 に没 し た。
ト ンマ ー ゾ ・ ジ ョ ルダーニ の死後、 そ の名 は、 彼が生涯にわた っ て音楽活動 を続けたイ ギ リ ス に
po qa 
「 イ タ リ ア 古典歌 曲」 研究 （ 3 )  ー 〈 カ ロ ・ ミ オ ・ ベ ン ｝ の 作 曲 者 、 ト ン マー ゾ ・ ジ ョ ル ダー ニ ー
お い て さ え も 、 急速に 忘れ ら れて行 っ た よ う だ。 1879 年に 出版 さ れた 『 グ ロ ー ブ音楽事典』 の第 1
巻 に は、 「 ジ ョ ルダーニJ の項 目 こ そ あ る も の の 、 そ の 内容は先 に 出版 さ れた フ ェ テ ィ ス の 事典 を 引
き 写 し た も の で、 ト ンマ ー ゾ と ジ ュ ゼ、 ツ ベ を混同 し 、 オペ ラ 《 口 づ け》 を含む、 多 く の ト ンマ ー ゾ
の作品 を ジ ュ ゼ、 ツ ベの も の と 記 し て い る 。 し か し 、 作曲者で あ る ト ンマ ー ゾ の名 が 忘れ去 ら れて も 、
《カ ロ ・ ミ オ ・ ベ ン》 だ け は 、 人 々 に忘れ ら れ て い な か っ た。 同 事典の項 目 は 、 「《カ ロ ・ ミ オ ・ ベ
ン》 は 、 今 な お コ ンサー ト で歌 われ る 」 と 締め く く ら れて い る 。 1 1
3 ヘ ン デル作曲 ？ 《 力 口 ・ ミ オ ・ ベ ン》 一一 イ タ リ ア の手稿譜 1 2 
さ て 、 《カ ロ ・ ミ オ ・ ベ ン》 の 作 曲者 を め ぐ る 問題 に はすでに結論が 出 た。 し か し 、 表 2 に 挙 げ
た よ う に 、 イ タ リ ア に は、 へ ンデル Georg Fridrich Handel (1685・ 1759） 、 あ る い は フ ェ ルデ、 イ ナ
ン ド ・ ベル ト ーニ Ferdinando Bertoni (1725- 1813） を 作曲者 と 記 し た 手稿譜が複数存在 し て い る 。
そ こ で、 最後 に 、 こ れ ら の手稿譜に ジ ョ ルダーニ以外の人物が作曲者 と し て 挙 げ ら れて い る 原因 に
つ い て 、 こ れ ま での調査結果 を 報告 し て お こ う 。
ま ず、 フ ェ ルデ、 イ ナ ン ド ・ ベル ト ーニ名 義の手稿譜だが 、 こ れはつ い て は原 因 は 明 ら かで あ る 。
表 2 に挙げた 手稿譜の タ イ ト ル を 見 る と 判 る よ う に 、 複数の手稿譜 に共通す る 記述 が あ る 。 それは、
「 1 785 年秋 に ヴ エ ロ ーナでパ ッ キエ ロ ッ テ ィ が 歌 っ た 」 と い う も の で あ る 。 そ し て 、 さ ら に そ の 聞
の 事情 を詳 し く 物語 っ て い る の が 、 ヴ エ ロ ーナのエ ヴ、 ア リ ス ト ・ ダ ッ ラ パ コ 音楽院図書館 が 所蔵す
る 手稿譜 （表 2 の 4 ） に 記 さ れた 、 「 ア ／レタ セルセJ の文字で あ っ た。 実 は 、 1784 年 7 月 に イ ギ リ
ス を離れて イ タ リ ア へ と 帰国 し たパ ッ キエ ロ ッ テ ィ は、 そ の 翌年、 1 785 年 の秋 に ヴ エ ロ ー ナ で 、 フ
ェ ルデ、 イ ナ ン ド ・ ベル ト ーニ が 作 曲 し た オペ ラ 、 《アルタ セノレセ Artaserse》 に 出演 し た。 そ の際 に 、
《カ ロ ・ ミ オ ・ ベ ン》 を 、 こ の オペ ラ の 中 でア リ ア と し て 歌 っ た の だ。 1 3 
パ ッ キエ ロ ッ テ ィ の役 ど こ ろ は 、 ベルシ ャ 王セ ノレセ の近衛隊長 を 務 め る ア ル タ パー ノ の 息子 、 ア
ルパーチ ェ 、 こ の オペ ラ の事実上の主役であ る 。 アルパ ー チ ェ は 王女マ ン ダーネ と 身分違 い の 恋 を
す る が ゆ え に 国外追放 と な っ た が 、 マ ン ダーネへの想い は絶ち難 く 、 夜陰に紛れて 王 宮 に 忍び込み、
彼女 と 密会 を し て い た 。 夜明 け が 近づ き 、 マ ン ダーネが別れ を惜 し み な が ら 立 ち 去 る と 、 そ こ に ア
ル タ パ ー ノ が血に塗れた剣 を 持 っ て 現れ る 。 ア ル タ パー ノ は王位纂奪 を も く ろ ん で 、 セ ルセ を 暗殺
し た ので あ る 。 証拠 と な る 剣 を 隠そ う と す る 父 の求 め に応 じ て 、 剣 を 自 分 の も の と 交換 し た ア ルパ
ーチ ェ だ、 っ た が 、 王宮 か ら の脱出 に失敗 し 、 逮捕 さ れて し ま う 。 当 然 の成 り 行 き と し て 、 ア ルパー
チ ェ に セ ルセ 暗殺 の 疑 い が かか る が 、 真実を語る こ と は父 を告発す る こ と に な っ て し ま う た め に 、
彼 は 口 を 開 く こ と が で き な か っ た。 そ し て 、 自 分 を非難す る マ ン ダーネ に 対 し て 、 ア ルパ ー チ ェ は
無実 を訴 え る 。 《カ ロ ・ ミ オ ・ ベ ン》 は ま さ に そ の場面、 第 1 幕第 14 場 に 、 ア ルパーチ ェ が 歌 う ア
リ ア と し て 取 り 入れ ら れた。 こ れがベル ト ーニ名 義の手稿譜が存在す る 理 由 で、 つ ま り はオペ ラ 全
体の作曲者が 、 ア リ ア と し て 歌 われた 《カ ロ ・ ミ オ ・ ベ ン》 の作曲者であ る と 誤解 さ れた のだ。
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表 2 イ タ リ ア に現存する 《カ ロ ・ ミ オ ・ ベン》 の主な手稿譜
（カ ッ コ 内 の表示は所蔵館 と 請求記号。 所蔵館の記号は RISM に 準ず る ）
G. F. へ ンデル名 義
1 
Cavatina/ Cantata dal Sig:r Gasparo Pacchiarottil Musica del Sig:r Hndel [sic]/ I..i’autunno 
1 785 Verona/ D. Cerutti. (I-Rsc: A. Ms. 2609) 
2 
Cavatina/ Del Fu sempre Celebre, il Sig.or/ Federico Hendel/ Cantら il Sig:or Gasparo 
Pacchiarotti in Verona/ I.Jautunno 1785. (I-Rsc: A. Ms. 2622) 
E ベル ト ーニ名 義
3 Cavatina serial del Sig:r Ferdinando Bertoni/ Caro mio hen. (I-BGe: E. l . 3@10) 
そ の 他
4 
Cavatina Nell' Artaserse Cantata in Verona dal Sig:r Pacchiaroti L'Autunno 1 785. 
(I-VEcon: Murari Bra MS 034) 
一方、 へ ンデ‘ル名 義 の 楽譜についてだが、 残念 な が ら 、 こ ち ら に ついて は確実な原因 と 言 え る も
の を 示す証拠は見つ か っ て い な い。 し か し な が ら 、 状況的 に 見 て 、 やは り 、 《 ア ル タ セルセ》 上演の
前年に 当 た る 1784 年 に ロ ン ド ンで盛大 に催 さ れた 、 へ ンデ、ル記念祭の評判 が影響 を 及 ぼ し た 可能
性 が 高 い と 言 え る だ ろ う 。
へ ンデ、ル記念祭は 、 へ ンデ、ルの没後 25 周年な ら びに生誕 （推定） 100 周 年 を記念 し て 、 1784 年
の 5 月 か ら 6 月 に か け て 開催 さ れた も の で 、 ウ エ ス ト ミ ン ス タ ー寺院 と パ ン テ オ ン で計 5 回 の演奏
会が行われた。 そ れ ら はいずれ も 非常に壮大な規模の も ので、 ウ エ ス ト ミ ン ス タ ー 寺院で の演奏会
に は 500 名 余 り 、 パ ン テ オ ン で は 200 名 ほ ど も の演奏者が 出演 し た と い う 。 そ し て 、 そ の 頃ま だ ロ
ン ド ン に滞在 し て い たパ ッ キエ ロ ッ テ ィ も 、 パ ンテ オ ン での演奏会 に 参加 し て 、 へ ンデルの オペ ラ
か ら ア リ ア を 歌 っ た。 さ ら に 、 へ ンテツレ記念祭 は翌 1785 年 に も 開催 さ れて い る 。 当 然、 そ の評判
はイ タ リ ア に も 届 い て い た だ ろ う 。 それ ゆ え 、 パ ッ キエ ロ ッ テ ィ が ロ ン ド ンか ら 持 ち 帰 っ た ア リ ア
を披露す る と い っ たa情報が あれば、 それが評判 のへ ンデルの作品 で あ る と 誤解 さ れ る よ う な こ と が
あ っ て も 不思議では な か っ た はずだ。
お わ り に
ト ンマ ー ゾ ・ ジ ョ ルダー ニ の作品 で あ る 可能性が非常 に 高 い と さ れな が ら も 、 な か な か確証の得
ら れな か っ た 《カ ロ ・ ミ オ ・ ベ ン》 で あ っ た が 、 出版者に宛てた領収書の発 見 に よ っ て 、 よ う や く
ト ンマ ー ゾ が 作 曲者で あ る こ と が確認で き た。
ト ンマ ー ゾ ・ ジ ョ ルダーニ は多作な作曲家で あ っ た こ と が知 ら れて い る 。 だが、 残念な こ と に 、
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今 も 演奏 さ れて い る そ の作 品 は 《カ ロ ・ ミ オ ・ ベ ン》 のみであ る 。 そ し て 、 作曲 家 と し て の ト ンマ
ー ゾ ・ ジ ョ ルダーニ に 対す る 現在の評価 は、 ニ ュ ー グ ロ ープあ る い はM G G と い っ た音楽事典の彼
の項 目 を 見 る 限 り 、 当 時流行の様式を用 いて作曲 を し た人物で、 それな り の実力 を 有 し て はい る が 、
個性に 乏 し い と す る 点 で一致 し て い る よ う だ。
確 か に 、 ト ン マ ー ゾ は 、 生前か ら し ば し ば盗作の疑い を か け ら れ る こ と も あ っ た よ う で、 そ の作
風が個性 に 乏 し い と 評 さ れ る こ と は 、 決 し て 不 当 ではな い の だ ろ う 。 し か し な が ら 、 そ う し た彼の
作品 の 中 か ら 、 《カ ロ ・ ミ オ ・ ベ ン》 の よ う に 、 2 世紀以上 に も わた っ て 、 歌い継がれて 来 た 曲 が現
れた こ と も ま た事実で あ る 。 そ れ を 思 え ば、 ト ンマー ゾ‘ と そ の作 品 に つ い て は 、 こ れか ら も 再評価
が成 さ れ る 余地は あ る の で は な い だ ろ う か。 少な く て も 、 演奏者 の 間 に は 、 彼 の 《カ ロ ・ ミ オ ・ ベ
ン》 以外の作品 も 知 り た い と い う 希望が あ る はずだ。
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